
私
に
と
っ
て
、
和
田
先
生
は
常
に
繁
二
郎
先
生
で
あ
り
、
周
三
先
生
で
あ

っ
た
。
お
り
お
り
出
す
先
生
へ
の
手
紙
や
葉
書
も
、
そ
の
時
々
、
繁
二
郎
先

生
で
あ
っ
た
り
、
周
三
先
生
に
な
っ
た
り
す
る
。

一
九
六
○
（
昭
お
）
年
、
私
は
立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
に
入
学

し
た
。
そ
し
て
以
降
、
先
生
は
繁
二
郎
先
生
で
あ
り
、
周
三
先
生
で
も
あ
っ

た
。

お
も
え
ば
、
私
が
立
命
館
大
学
に
お
世
話
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
そ
の
前

の
広
島
県
立
三
次
高
校
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
最
近
よ
く
読
み
返
す

よ
う
に
な
っ
た
倉
田
百
三
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
『
愛
と
認
識
と
の
出
発
』

や
中
村
憲
吉
の
『
林
泉
集
』
・
『
軽
雷
集
』
の
短
歌
を
読
み
な
が
ら
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
母
校
の
三
次
高
校
の
校
門
を
は
い
る
と
、
す
ぐ
正
面
に
、

少
年
の
わ
れ
山
河
に
親
し
み
て
此
処
に
学
く
り
二
十
年
ま
へ
は

の
、
中
村
憲
吉
の
歌
碑
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
右
奥
の
方
に
倉
田
百
三
の

青
春
は
短
い

宝
石
の
如
く
に
し
て

そ
れ
を
惜
し
め

と
い
う
、
『
愛
と
認
識
の
出
発
』
の
改
訂
版
の
序
文
か
ら
と
ら
れ
た
大
き
な

文
学
碑
が
建
っ
て
い
る
。
文
芸
部
員
の
一
人
で
も
あ
っ
た
私
は
、
こ
の
二
人

繁
二
郎
先
生
そ
し
て
周
三
先
生

敏
和
田
繁
二
郎
先
生
追
悼

の
先
輩
の
文
学
者
の
碑
を
熱
い
思
い
で
見
な
が
ら
三
年
間
、
霧
の
ふ
る
三
次

の
町
を
自
転
車
で
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
時
の
「
国
語
」
の
担
任

で
あ
り
、
文
芸
部
の
顧
問
で
あ
り
、
有
名
な
歌
人
で
も
あ
っ
た
山
広
実
美
（
旧

姓
・
伊
藤
）
先
生
が
立
命
館
大
学
の
出
身
（
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

和
田
先
生
、
白
川
静
先
生
よ
り
一
、
二
年
先
）
で
あ
ら
れ
た
こ
と
に
も
大
い

に
影
響
を
受
け
て
、
立
命
館
大
学
に
入
学
し
た
。

ふ
と
見
あ
げ
る
と
、
作
家
の
高
橋
和
巳
と
哲
学
者
の
梅
原
猛
が
い
た
。
ま

た
歌
人
の
和
田
周
三
と
国
崎
望
久
太
郎
が
い
た
。
と
も
に
「
先
生
」
と
し
て

私
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
説
を
書
き
、
評
論
を
書
き
、
短
歌
を
う
た
う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で

も
私
は
五
七
五
七
七
の
「
短
歌
」
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
、
あ

た
か
も
一
九
六
○
年
の
前
衛
短
歌
運
動
の
は
な
ば
な
し
い
時
で
あ
っ
た
。
先

輩
に
黒
住
嘉
輝
と
清
原
日
出
夫
の
学
生
歌
人
が
い
て
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
。

そ
の
年
の
十
二
月
五
日
午
前
三
時
、
「
ぼ
く
の
た
め
の
ノ
ー
ト
」
を
書
き
、

国
学
院
大
学
の
岸
上
大
作
が
自
殺
し
た
。
「
恋
と
革
命
の
た
め
に
死
ぬ
Ⅱ
」

と
い
う
遺
書
が
強
烈
に
脳
裡
に
焼
き
つ
い
て
し
ま
っ
た
ｏ
友
人
の
北
尾
勲
（
現

在
、
「
ヤ
マ
マ
ユ
」
）
と
三
年
生
の
時
、
西
日
本
の
学
生
に
呼
び
か
け
て
機
関

誌
「
マ
グ
マ
」
を
創
刊
し
た
。
顧
問
に
和
田
周
三
・
国
崎
望
久
太
郎
・
塚
本

安
森
敏
隆

一
一
一



邦
雄
・
岡
井
隆
・
高
安
国
世
の
各
先
生
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
学
生
は
立
命

館
大
学
を
中
心
に
、
同
志
社
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、
京
都
大
学
、
京
都

女
子
大
学
、
大
阪
女
子
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
岐
阜
女
子
大
学
、
鳥
取
大

学
、
広
島
大
学
、
山
口
女
子
大
学
、
尾
道
短
期
大
学
等
か
ら
五
、
六
十
名
あ

つ
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
四
回
生
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
に
各
地
に
分
散
し
過

ぎ
て
い
る
の
で
京
都
の
大
学
だ
け
に
限
定
し
て
雑
誌
「
雲
と
靴
と
」
と
を
出

す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
は
和
田
先
生
に
相
談
し
て
、
国
崎
望
久
太
郎
（
立

命
大
）
、
高
安
国
世
（
京
大
）
、
田
中
順
二
（
同
女
大
）
の
四
人
の
先
生
に
顧

問
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
に
な
っ
た
一
九
六
四
（
昭
㈹
）

年
、
和
田
周
三
先
生
、
国
崎
望
久
太
郎
先
生
を
顧
問
と
し
て
立
命
短
歌
会
を

創
設
し
翌
年
の
七
月
十
日
「
立
命
短
歌
」
（
題
字
末
川
博
）
を
創
刊
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
こ
の
時
以
来
、
「
立
命
短
歌
」
の
雑
誌
は
終
刊

号
ま
で
現
在
、
京
都
歌
人
協
会
の
役
員
を
な
さ
っ
て
い
る
掛
川
利
雄
先
生
に

お
願
い
し
て
、
安
く
印
刷
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
）
そ
の
創
刊
号
の

巻
頭
に
は
和
田
周
三
の
歌
号
で
次
の
よ
う
な
「
は
じ
め
に
」
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

短
歌
滅
亡
論
は
地
平
に
消
え
た
。
短
歌
定
型
の
成
立
が
、
古
代
天
皇

制
下
の
現
実
に
規
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
謬
論
も
、
そ
れ
だ
か
ら
短
歌

は
駄
目
だ
と
い
う
児
戯
に
類
す
る
論
議
も
遠
く
な
っ
た
。
か
え
っ
て
、

定
型
の
強
み
と
、
定
型
の
可
能
性
は
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

短
歌
は
、
若
い
人
々
の
今
日
的
な
問
題
意
識
や
、
現
実
感
の
上
に
た

っ
て
、
そ
の
生
命
の
リ
ズ
ム
を
形
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
れ
に
自
信
を
も
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
表
現
技
巧
の
面
で
練
達
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
ま
た
実
感
の
燃
焼
が
十
分
で
あ
る
と
も
言
え
な
い
が
、
若
い
生
命

の
躍
動
と
、
未
来
へ
の
意
志
は
豊
潤
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
豊
潤
の
上

に
た
っ
て
、
ま
す
ま
す
自
己
を
凝
視
し
、
さ
れ
に
日
常
的
形
而
下
的
な

自
己
を
超
克
し
て
、
よ
り
真
実
な
る
詩
的
世
界
の
創
造
に
向
う
で
あ
ろ

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

短
歌
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
る
。
私
は
諸
君
た
ち
と
と
も
に
、
歩
を

進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
、
限
り
な
い
誇
り
と
喜
び
と
を
い
だ
い
て
い
る
。

一
九
六
五
・
六
・
二
八

和
田
周
三

私
た
ち
、
創
刊
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
力
強
い
言
葉
に
、
ど
ん
な
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
後
輩
に
田
中
富
夫
君
や
清
水
怜
一
君
や
阿
波

喜
義
君
が
い
た
。
月
、
二
回
の
歌
会
と
研
究
会
を
も
ち
、
多
忙
の
中
を
ほ
と

ん
ど
先
生
は
毎
回
の
よ
う
に
出
席
下
さ
り
、
御
指
導
た
ま
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
コ
ン
パ
や
「
立
命
短
歌
」
（
一
年
に
一
、
二
回
の
発
行
で
十

二
号
ま
で
続
く
）
刊
行
の
際
に
は
い
つ
も
多
大
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
号
か
ら
は
、
作
品
を
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
「
立
命
短
歌
」
四
号
（
一
九
六
七
・
六
・
一
の
発
行
）
に

は
「
学
園
に
て
」
と
題
し
た
次
の
よ
う
な
歌
が
載
っ
て
い
る
。

あ
け

校
門
を
入
り
し
目
を
射
る
つ
つ
じ
の
朱
粗
野
な
り
す
で
に
き
ざ
し
く
る

違
和

Ｐ
Ｒ
の
立
て
看
板
の
暹
し
き
誤
字
な
お
さ
ん
に
細
き
わ
が
ペ
ン

校
庭
に
マ
イ
ク
の
声
の
破
れ
ひ
び
き
わ
だ
つ
み
の
像
逆
光
に
立
つ 一

一
一
一



そ
し
て
私
は
、
昨
年
（
一
九
九
八
）
の
秋
、
『
斎
藤
茂
吉
短
歌
研
究
』
（
世

界
思
想
社
）
に
よ
っ
て
、
は
か
ら
ず
も
立
命
館
大
学
か
ら
「
学
位
」
を
い
た

だ
い
た
。
入
学
以
来
、
学
者
と
し
て
三
十
余
年
間
あ
た
た
か
く
御
指
導
下
さ

っ
た
和
田
繁
二
郎
先
生
と
し
て
、
あ
の
猛
暑
の
中
で
五
○
○
頁
ば
か
り
の
拙

著
を
全
部
お
読
み
い
た
だ
き
、
各
頁
に
い
っ
ぱ
い
の
付
菱
を
貼
っ
て
御
指
導

下
さ
り
、
最
後
に
審
査
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
す
る
。
繁
二
郎

先
生
そ
し
て
周
三
先
生
、
今
度
は
天
国
か
ら
み
ま
も
っ
て
下
さ
い
。

繁
二
郎
そ
し
て
周
三
と
ふ

ご
と
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
朝
を
に
わ
か
に
あ
せ
し
っ
つ
じ
の
花
わ
が
関
わ
ら
ぬ
嘆
き
は
そ
こ
に

一
九
六
○
年
代
後
半
に
お
け
る
広
小
路
学
舎
の
学
園
風
景
の
中
に
た
た
ず

む
一
人
の
学
者
で
あ
る
お
の
れ
の
姿
を
、
も
う
一
人
の
歌
人
の
〈
眼
〉
で
み

校
庭
の
喧
喚
や
や
に
慣
れ
た
り
と
艶
あ
る
頬
を
赤
ら
め
語
る

一
人
の
リ
フ
ト
の
中
の
許
さ
れ
し
静
け
さ
に
よ
き
明
度
と
思
う

校
庭
に
出
ず
れ
ば
た
ぎ
る
陽
の
渦
に
群
れ
な
す
君
ら
を
か
き
わ
け
て

を
し
へ
た
ま
ひ
し
と
は
の
ま
な
ざ
し

敏
隆

（
や
す
も
り
・
と
し
た
か
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

ふ
た
り
も
て

行
く

敏
和
田
繁
二
郎
先
生
追
悼

一
一
一
一
一


